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研究成果の概要（和文）：山形県日向洞窟から出土した散乱人骨群の年代をAMS法で測定し、形態とミトコンド
リアDNAについて分析した。年代を測定した人骨の多くが1万年前を遡る値を示し、最も古い値は約13,000年前で
あった。この年代値は、縄文時代草創期に相当する。日向洞窟人骨は断片的であったが、四肢骨骨幹部の形態学
的特徴が縄文時代早期人骨に近いことを明らかにできた。また、日向洞窟人骨のミトコンドリアDNAのハプログ
ループは、縄文時代人に見られるタイプの祖先的タイプと考えられた。

研究成果の概要（英文）：Scattered human bone fragments unearthed from the Hinata cave in Yamagata 
Prefecture, Japan, were dated using the AMS method, and the morphology and mitochondrial DNA of 
those were analyzed. Most of the dated human bones from the Hinata cave were older than 10,000 
years, with the oldest value being ca. 13000 years old. This date corresponds to the Incipient Jomon
 period. Although the Hinata cave human bones were fragmented, the morphological characteristics of 
the limb bone diaphysis were found to be similar to those of the Initial Jomon period. The 
haplogroup of mitochondrial DNA in the Hinata cave human bones seemed to be an ancestral type of the
 type found in Jomon population.

研究分野： 先史時代人骨を対象とする人類学

キーワード： 土器出現期　縄文時代草創期　後期更新世　人骨　DNA　放射性炭素年代測定
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研究成果の学術的意義や社会的意義
土器の利用開始は、人類社会にきわめて強いインパクトを与えた歴史上の一大イベントである。日本列島の縄文
時代草創期（約16,000～11,500年前）は、世界的にかなり早い土器出現期であり、内外の研究者から多くの関心
が寄せられてきたが、この時期の人骨は知られていなかった。本研究は、山形県日向洞穴から出土した人骨に草
創期人骨が含まれていることを初めて明らかにし、その系統的位置づけを試みた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 土器の利用開始は、人類社会にきわめて強いインパクトを与えた歴史上の一大イベント
である。日本列島で土器が出現した時期（縄文時代草創期、約 16,000〜11,500 年前）は世
界的にみてかなり早く、内外の研究者から多くの関心が寄せられてきた。土器出現期の人骨
を人類学的に研究して当時の人々の形質や生活の様相を解明することは、人類史を探るう
えで大きな意義を持つ。しかし、縄文時代草創期の人骨は見つかっておらず、この問題の追
及は進んでいなかった。 
 
 山形県高畠町に所在する日向洞窟は、隆起線文土器や爪形文土器など縄文時代草創期の
土器が出土したことで著名であり、同町内の複数の草創期洞窟遺跡とともに国史跡に指定
されている。日向洞窟では 1955 年以降数次にわたり発掘調査が実施され、草創期の土器の
ほか、縄文時代早期から古代にかけての土器や石器、多量の動物骨、そして複数個体分の散
乱人骨が得られている。しかしながら、日向洞窟が発掘された 1950 年代には洞窟の分層的
調査手法が十分に確立しておらず、骨の出土位置の記録が取られていなかったこともあっ
て、出土人骨に対しては長らく確定的な年代評価が与えられておらず、人類学的検討が行わ
れてこなかった。 
 
 2016 年、報告者らが、山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館に保管されている日向洞
窟人骨の年代を試験的に測定したところ、縄文時代草創期、および早期の最初期段階の人骨
が含まれていることが判明した。そこで、形態人類学、古 DNA 分析、年代測定などの専門家
からなる研究チームを立ち上げ、日向洞窟人骨の人類学・考古科学的研究を開始した。 
 
２．研究の目的 
（1）日向洞窟縄文草創期人骨群の帰属年代を詳細に解明する 
 日向洞窟人骨群は 100 点以上の散乱骨からなる。上述の通り、人骨の出土位置の詳細な記
録がなく、文化遺物の時期が縄文時代草創期から古代まで幅広いため、縄文時代草創期の人
骨を探索するために個々の人骨について年代値を得る必要がある。そこで、DNA分析の好成
績が期待できる人骨と形態学的特徴を把握できる人骨を選出し、これらを AMS 法で測定し
て、帰属年代を詳細に解明する。 
 
（2）土器出現期日本列島集団の形質と系統的位置づけを明らかにする 
 日向洞窟人骨群の形態学的分析と DNA 分析を行い、早期以降の縄文時代人およびユーラ
シアの後期更新世・完新世人類集団と比較することで、土器出現期の人々の形質と系統的位
置づけを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（1）資料 
 山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館が保管する日向洞窟出土人骨を資料とした。日
向洞窟人骨は散乱状態で出土しており、いずれも断片的である。良好な DNA の保存が期待さ
れた側頭骨錐体および形態学的検討が可能と思われた四肢骨骨幹部など数十点の人骨を資
料とした。 
 
（2）人骨と動物骨の放射性炭素年代測定 
 AMS 法により放射性炭素年代を測定し、人骨の帰属時期を検討した。また、参考のため、
出土動物骨についても年代を測定した。動物の種は、ニホンジカ、イノシシ、イヌ、タヌキ、
キツネ、イタチ、アナグマ、カワウソ、クマ、ネコ、ウサギ、ニホンザル、ムササビである。 
 
（3）人骨の形態解析 
 Martin 法による骨計測値に基づき、四肢骨骨幹部の形態学的特徴を検討した。 
 
（4）人骨の古 DNA 分析による系統解析 
 年代測定により 1 万年前より古いことが明らかとなった人骨を対象として、ミトコンド
リア DNA を解析し、ハプログループを検討した。 
 
４．研究成果 
 分析の結果、日向洞窟人骨に約 1 万 3 千年前の後期更新世の人骨が含まれていること、
四肢骨骨幹部の形態は縄文早期人骨に類似すること、ミトコンドリア DNA のハプログルー
プは縄文時代人に見られるタイプの祖先的タイプとみなしうること、などを明らかにした。
概要は以下 1〜3 の通り。詳細については、近く発表される論文にて報告する予定である。 
 
（1）資料の年代 
 人骨資料 14 点について、較正年代で 1万 3千年前から 7千 5百年前の範囲の年代値を得
た。1 万年前より古い年代の資料が 10 点と大半をしめ、他に、9千 5百年前の資料が 3点、



7 千 5 百年前の資料が 1点であった。 
 
 また、動物骨 26点について、較正年代で 1万 3千年前から 700 年前の範囲の年代値を得
た。内訳は、1万年前より古い年代の資料が 9点（イノシシ、クマ、イタチ、カワウソなど）、
9千年前から 7千年前の資料が 5点（イヌ、キツネなど）、6千年前から 3千年前の資料が 7
点（ニホンジカ、イノシシ、タヌキなど）、2 千年前より新しい年代の資料が 3 点（ネコ、
タヌキなど）であった。 
 
（2）人骨の形態学的特徴 
 人骨が断片的であったため、形態学的特徴を検討できたのは尺骨骨幹部 1点、大腿骨骨幹
部 1点、腓骨骨幹部 1点にとどまる。年代測定の結果、大腿骨と腓骨が縄文草創期、尺骨が
縄文早期初頭に帰属していた。これらの骨幹部の断面形態計測値を標準化し、縄文早期・後
晩期・現代人集団の値と比較したところ、いずれも縄文早期集団に最も近くなることが判明
した。 
 
（3）人骨の DNA 分析結果 

 側頭骨錐体 3 点からハプログループを識別できるミトコンドリア DNA を検出した。ミト

コンドリア DNA のハプログループは、縄文時代人に広く見られるタイプより古い祖先的な

タイプとみなしうるものであった。 
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